
- 1 -

６ 単元構造図

単元入り口での子どもの意識
単 家や学校で出されるごみは、どこでどのようにして処理
元 されているのだろう。ごみのゆくえを調べてみたいな。
を

課貫
題く かならずでるごみ １ ごみを集める ３ 仕事に取り組む人の思い ４

ごみについて知っている 学校の近くのごみステー 収集している人たちはくさいしき
こと不思議に思うことをだ ションを調べてみよう。 たない思いまでして、どうしてごみ

家 そう。 収集の仕事をしているのだろう。
や
学 くらしの中で、どのよう ごみは種類によって集め ごみを集めるとき、ごみがくさい
校 な種類のごみがどのくらい られる日が違い、決まった し危険なこともあるけど、私たちの
で だされているだろう。 時間に集められて資源リサ くらしがよくなるように一生けん命
出 イクルセンターへ運ばれて 仕事しているんだな。

どさ いるんだ。
これ
でる たくさんのごみ ２
どご 家で調べてきたごみの種 見学の計画 ５ 資源リサイクルセンタ 分別収集の大変さ 分別することの大切さ ９
のみ 類や量を話し合おう。 資源リサイクルセンター ーの見学とまとめ ８ （本時）
よは で見たいこと、聞きたいこ ６７ 高山市の分別方法 細かく分別して出すことは大変
う 家や学校で出されるごみ とを考えよう。 どのようにごみ処理 について、環境資源 なのに、どうして環境資源課の人
に は、どこでどのようにして が行われているだろう 課の人の話を聞いて は細かく分別することをすすめる。
し 処理されているのだろう。 みよう。 のだろう。
て
処 集められたごみは、どの 家や学校で出された とても細かく分け 細かく分別することで、リサイ
理 ように処理されているのだ ごみは、資源リサイク られているんだな。 クルすることもできるし、ごみの
さ ろう。そこで働く人々は、 ルセンターでもやされ わかりにくいものも 量も減るんだ。環境資源課の人は
れ どんなことを思っているの たり、うめられたりす あって大変だな。 私たちの町をきれいにし続けるこ

。て だろう。 るんだ。 とを思いながら仕事しているんだ
い
る
の

10 11だ 自分たちにできること 地域に住む一人として
ろ ごみについて自分たちに これからも続けていける 単元出口での子どもの意識
う できることを考えてみよ ことを考えよう。 出されたごみは資源リサイクルセンター

う。 で処理されていることが分かった。リサイ
クルできるものはリサイクルし、資源を大

ごみを捨てるときに、分 できることはたくさんあ 切にしているんだ。私たちが住みよいくら
別してリサイクルできない る。ごみ処理に関わってい しができるのも、ごみ処理に関わっている
か考えよう。限りある資源 く人のことを思い出しなが 人が一生懸命仕事しているおかげなのだ。
を大切にしていこう。 らリサイクルして住みよい だから、自分たちにもできることはやって

くらしを守ろう。 いこう。
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